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中国語母語話者の中国語作文における｢連詞｣の使用特徴とその特徴が日本語作文に与える中国語干渉について

(蘇)

】 はじめに

範(2010a)は日本語母語話者と中国人日本語学習者の日本語意見文にお ける接続表現 の使 用

状況について調査したものであるo調査によって中国人F3本語学習者の作文にお け る 接 続 表 現

の使用は日本語母語話者より上回っていることを明らかにした｡中国人 日 本 語 学 習 者 が 接 続 表

現を多用することについて､範(20漫Oa)では3つの要因にまとめたOつま り ､ ① 学 習 者 が 接 続 表

現を｢使っていけない場合に使ってしまう｣という誤用の要因､②接続表 現 を ｢省 略 し て も 良 い 場

合 に省略しない｣という省略に関する要因､③｢中国人日本語学習者の特殊な文 脈 展 開 によ る多

用｣という文脈展開に関する要因である｡

以 上の 諸要因は､あくまで中国人日本語学習者の作文における接続表現を考察する時に見ら

れ た現象からまとめてきたものである｡言語の研究は言語の現象面だけではなく､この3つの

要因を引き起こした言語内部の深層的な要因を探るべきだと考える｡以上の問題を考察する前

に､まずこの3つの要因を2種類に分けて考えていきたいと思う｡要因①は明らかに接続表現

の誤剰 こ関するもので､学習者の接続表現の誤声削こついて市川(W98)はすでに詳しく論じてい

るO本稿は主に異なった封 ヒ樹で育てた中国人日本語学習者(中国語母語話者)と日本語母語話

者の間に､文章形成における接続表現の使用特徴に如何なる違いがあるかに焦点をあてるため､

その使用特徴を引き起こす愛因についてのみ検討したいと思うOそのため要因①は今回の研究

対象から除外する｡さらに要因②について範浮010C)は日本語学習者と日本語母語話者 の 接 続表

現の省略の調査を通じて､明らかにしているため､本稿は｢中国人日本語学習者の特殊 な 文 脈展

開による多用｣という要因③のみ考察の対象にしたい｡

文章の文脈展開について､市川(豆978:88)は ｢文と文がつながって､文脈が形作られてい くO

文脈における思考方式を端的に示すものは､文と文をつなぐ接続語句1)である｣と述べている｡

つまり文章における接続表現は文脈展開を担 う重要な言語単位である｡同じことを文章化す る

時､展文化に所属する日本語母語話者と日本語学習者は必ず異なる思考方式を取ると思われ る｡

そ うだとすると異なる文脈展開は生じると予測される｡この点について範(20iOb)はE3本譜 母 語

話者と中国人日本語学習者の日本語作文における文脈展開を比較 し､i検定を使って両者 の 相

違を明らかにした｡ 日本語母語話者と中国人日本語学習者の間には｢順接型｣2号対比型｣｢転換

型｣｢補足型｣などの接続表現の使用に有意差があり､｢逆接型｣｢添加型｣｢同列型｣｢連鎖型｣の使用

についてはほぼ同じで有意差が見られなかった｡以上の中国人日本語学習者の接続表現の多用

や文脈展開の相違などはあくまで日本語の作文を分析したものであり､このような多用や相違

に至る要因については母語干渉の南から検討する必要があると考えるO

以上の問題意識に基づき､本稿は国立国語研究所が作成した｢日本語学習者による日本語作文

と､その中国語訳との対訳デ-夕べ-ス ver2 正式公開版｣に収録された中国人日本語学習者

の中国語作文｢美子吸姻｣(たばこについてのあなたの意見)43編を調査対象にする｡ 中国人日本
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語学習者の作文における接続表現の多用や文脈展開の異なりについて母語干渉の面か ら検討す

るQ中国語干渉があるか否かを調べるためにまず以上のデ-夕べ-スに収録 された中国語作文

の接続表現(達詞)を統計する｡中国語作文における接続表現の使用と中国人 日本語学習者 の 日

本語作文における接続表現の多相との関係を考察する｡さらに範(20iOc)では明らかにした中国

人 日本語学習者と日本語母語話者の文脈展開における相違の要因を､中国人日本語学習者の中

国語作文における接続表現の使周実態から探るo

二 巾国語の｢連詞｣

中国人日本語学習者の中国語作文における連接の表現を分析するため､本論に入る前に中国

語における連接の表現について述べておきたいO中国語では文と文をつなぐ接続表現にあたる

ものは｢連詞｣と呼ばれる0本節は｢連詞｣の定義､取 り扱 う｢連詞｣の範囲､｢連詞｣の類型などに

つ いて述べる｡

2-1 ｢達詞 ｣の定義と範囲

中国語には文と文の連接の表現が数多く存在する｡例えば呂(2005)の｢連接詞上張(2000)の｢連

詞｣などがある｡ 張(2000:142)は ｢況浩的迂弼是-秤具有多崖次縫接功能的虚伺,耽可以連接

減却短唐,也可以連接小句和句組｣押 国語の｢連詞｣は多次元的連接機能を持つ虚詞であり､語

と語､節と節､文と文などを連接することができる言語単位である)と指摘している｡本稿は文

の単位を超え､いわゆるテクス トや文章のレベルにおける接続表現の使用を中心に考察するも

のであるため､張(2000)の広意の｢連詞｣に対して､より狭義的な文と文の連接の｢連詞｣のみを

考察したいと考えているOそのため､張(2000)の｢連詞｣に関する定義に基づき､｢連詞｣である

か否かを判定する際に､まず連接する機能の有無を重要な要因として考え､さらに語と語の連

接か､節と節の連接か､文と文の連接かなどのどちらかを見極める｡その中U)文と文のつなぐ

表現のみを本稿の研究対象にする｡より正確に｢連詞｣の認定を行 うため､呂(蔑980)や 『細筆漢

語辞典』を参考した｡

212 中国語におけるF逮詞｣の類型

｢連詞｣の分類法は類型方は先複文の意味関係､｢連詞｣の形式､さらにそれら2つの基準を融

合する方法など3つの基準で類型することが多いOこれまで発表した拙論では日本語の接続表

現について市川(1978)の文と文の意味関係を基準にする類型法を利用し考察してきたO考察の

健をはかるため､本稿は市川(1976)と類似する張(2000)の先複文の意味関係に関する類型法を利
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(範)

用する｡中国語の｢連詞 ｣は文と文の意味関係の面から9種類に分けることができる｡具体的に

次のようである｡

(1) ｢因果｣前文 で示された理由を条件とする､その帰結を複文に述べる型

訳 :だから ･ですから･そ うするとの よ うな意味

例 ① 我路地 -起工作多年了O鎚 眼了解他的性格都倖凧｡汗 線部は｢連詞｣)

(私は彼と長年いっしょに仕事をしたから､彼の性格や仕事ぶりをよく知っている)

(2) ｢並列｣ 前文の内容に付け加わる内容を複文に述べる型

佃 :同時 ･'Jl･jjlf'lJ'Jなど

訳 :と同時に ･そして

例 ② 造林可揖保汚水土oj旦堕也可以制止流抄｡(植林は水と士の保全に役立つばかりでな

はなく､それと同時に流砂の防止にも役立つ)

(3) ｢転折｣前文の内容に反する内容を複文に述べる型

例 :但 ･然而 ･当然 ･自然 ･不料 ･辛而 ･率寺 ･宰好など

訳 :しかし書それなのに ･けれどもなどの意味

例 ③ 尽管壇紬奪三提醒｡坦盈他速足把作並本忘了｡(お母さんが何度も注意した瑚 こ､彼

はやはり宿題帳を忘れた｡)

(4) ｢退避｣ 前文の内容を補足する内容を後文に述べる型

例 :両廿･小板 ･汀EI.･廿圭 .両税 ･帖兄･況 廿など

訳 そのうえ､それに､さらにな ど の 意味

例 ④ 放陪路可以去,汲水拓也可 以 去 ｡ 豊 旦 更 近-些o(陸路からも行けるが､水路からも

行けるo Lかも多少近道になるO )

(5) ｢条件3)｣ 前文の内容を実現する時の必要条件が複文に述べる型

例 :不管･只要 ･充翰只有など

訳 :接続助詞 …ても､,‥にせよなどの意味
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例 ⑤ p-ij球比寮走産屋期二挙行｡杢 登 天 雪 窓 ゑ 祥 O(テニスの試合 は火 曜 日に行 うo天気の

いかんにかかわらず)

(6) ｢目的｣ 前文の事柄の目的を複文に述べる型

例 :力J'･侶以 ･省得 ･免得 ･以免など

訳 :…のための意味

例 ⑥ 返一 点塵漆清楚的等速合同｡塵墨 田后友生別紛｡(この点をはっきり契約書に書きこ

んでおくべきだ｡あとで トラブルが起きないように04))

(7)｢仮設5)｣ 前文の内容を反する仮説を後文に述べる型

例 :如尿 中硝煙 ･慣便 8栗東 ･果然など

訳 :接続助詞 たら ･ば ･なら｡となどの意味

例 ⑦ 我MnT以替地革ま｡迦選 泰西不太多｡(ついでにもっていってもいいのに｡品物がそれ

ほどさえなかったら｡)

(8)｢選択｣ 前文の内容に対 して対比的内容を複文に述べる型

例 :或者 中速是など

訳 :或は 書それともなどの意味

例 ⑧ 他一対蓬吃不准西装域英米色的. 堕盈巽戒青色的O(彼は即座には決めかねた｡背広

はベージュのを買うか､それとも紺色 にするかO)

(9)｢連貫｣ 前 文 と 複 文 は時間的前後関係を表す型

例 :子 是 ｡ 接 着 ･ 后 釆 ･然后など

釈 :そ の 次 ･ そ の 後 などの意味

例 ⑨ 大家都同意ず三選勉也就不反対70(みんなが賛成 したので､彼も反対しないことに

した｡)

以上の類型は張(2000:186-190)の類別方法を参考にした｡ 用例とその日本語翻訳文は 『中日

辞書ゴ‖小学館)の例文をそのまま引用した｡ただし､日本 語 の僻訳文の順序は中国語にあわせ
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(鶴)

た｡

3 中国語作文における｢連詞｣の調査結果と考察

3-1 結果

今回の調査対象になる中国語の作文は 43瀞である｡この 43寵の作文は合計 590文6)からな

っている0590文の間に合計 196個の｢連詞｣が使用されている｡｢連詞｣の使用率は 33.2%であ

る｡範 (2削 Oa)の日本語母語話者の日本語作文の接続表現の 24.6%の使用率を上回ってい ること

が分かったO中国語作文における｢連詞｣の類別の使用率は表 1のようである｡ 表 1から分かる

ように中国語の作文では､もっ とも多く使われる｢連 詞 ｣は 順接の連接関係を表す因果型の｢連

詞｣であるOその次は｢並列｣ 膵 .47%)である｡｢連欝｣｢選 択 ｣の ｢連 詞 ｣は見つからなかったため､

使用率はゼロになっている｡

義 1. ｢連詞｣の使用率の内訳 巨連 詞 の 類 型 酬 厨月

類型 因果 並列 転折 過渡 条件 日的 仮 設 選択 連賞 総使用率

使用数 54 50 45 25 l8 3 i 0 0 196/590

使用率(%) 9.15 臥47 7.(一三 4.23 3,05 0_51 0,16 0 0 33.2%

'1二 考察

蘇(20呈Oa)は､中国人日本語学習者の日本語作文における接続表現の使用 率 が 2 8.4%､それに

対し日本語母語話者の使用率は 24.6%のことを明らかにしたものである｡ さ ら に中国人日本語

学習者の接続表現の多周の要因に関して､学習者は日本語母語話者 と異 な る文 脈展開を示して

いるとまとめている｡またこのような異なる文脈展開を形成する原 因 は 中 国 語の文脈展開によ

る干渉だと

考えている｡今回の衷 1から分かるように 590文からなる中国人母語話者の中国語作文で 196

個 (33.2%)の｢連詞摘ミ使われているo日本語母語話者の接続表現の使用率 24,6%と比べて 9%多

い ｡ こ の 統計データから中国人日本語学習者の日本語作文が日本語縁語話者の日本語作文より

接 続 表 現が多いという事実は､あ る 程 度 中国語で作文を書 く際に､多くq)｢連詞jを使 うことと

関 係 とあるといえる｡

次に､泰 1の統計から中間大 日 本 語 学習者の日本語作文における接続表現の使用率(28.4%)

は､同じ内容について書かれた中国語 の 作文における｢連詞｣の使用率(33.2%)より少ないことが
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分かった｡その理由は､中国語の｢連詞｣の中の ｢条件｣｢目的｣｢仮設｣などの｢連詞｣は､日本

語で表現する際にほとんど複文の中における接続助詞になってしま うからである｡そのため,

中国人 日本語学習者は日本語の作文を接続表現の使用数が中国語の作文の時よりも少なくなっ

たと考えられる｡以上の中国語の作文における｢連詞｣の調査によって､中国語の作文における

｢連詞上 中国人学習者の 日本語作文における接続表現､日本語母語話者の作文における接続表

現の 3着は､(10)のような関係にまとめることできるQ もともと中国語の作文においてつなぎ

の言葉が多いから､中国人学習者の日本語作文はこの干渉を受け､接続表現が多用されること

になる｡

(10) 中国人 日本語学習者の中国語作文における｢連詞｣>中国人学習者の 日本語作文におけ

る接続表現>日本語母語話者の日本語作文

さらに｢連詞｣の類別から考えると､｢因果｣｢並行｣｢転折｣の 3樽が相当多く使われている｡

｢因果｣や｢転折｣は 日本語における接続表現 ｢順接｣や ｢逆接｣と非常に類似 している｡ ｢並行｣は

部分的に7)日本語の｢添加｣と一致 しているo 範(2010a)の中国人 日本語学習者の日本語作文に関

する調査では｢順接｣｢添加｣｢逆接｣の 3種の接続表現が中国人学習者の 日本語作文にもっとも多

く使われている｡このような現象も中国語の文脈展開における ｢因果｣｢並行｣｢転折｣の多用

による干渉だと考えられる｡

以上､中国語作文における｢連詞｣の全体使用数と類別の使用状況について統計を取 り考察を

加えたO中国語作文の文脈展開に多くの｢連詞｣が使われることによる干渉を受け､中国人 日本

語学習者は日本語で作文を書く際に､ 日本語母語話者より多くの接続表現を使用 している｡ さ

らに接続表現の類型か ら考えると､中国語からの干渉により､｢順接｣｢添加｣｢逆接｣の接続表現

が多 く使 われている｡本章は中国語における｢連詞｣の類型に基づき､中国語 の 作 文 における｢連

詞｣に関す る分析を行なった､次章では｢連詞｣を日本語の接続表現の類型基準に基づいて類型 し､

中国人 日本語学習者の中国語作文における｢連詞上 中国人学習者の 日本語作文における接続表

現､日本語母語話者の作文の接続表現の3者の関係 と干渉状況について明らかにしたい｡

･l 日本語(こおける接続表現の類型基準による｢辿詞 ｣の分琵

串1 分類結果

日本語母語 話 者 の 日本 語 作文における接続表現の使用状況 と比較するため､以上の｢達詞｣を

市川(1978)の接続表 現 の 類 型 方法で分類 し､E3本譜母語話者の 日本語作文における接続表 現 と

中国人母語話者の中国語作文における｢連詞｣の使用状況を比較 し､その関係を明らかにする｡

市川(1978)の日本語接続表現に対する類型法は接続表現の意味､及び文 と文をつなぐ際に形成

される文 と文の意味関係による類型法である｡本稿は中国語の｢達詞｣を市 川 (1978)の類型によ
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(蘇)

って分類するため､類型の基準は市川(1978)の分類基準に従いたいoつまり各｢連詞｣の意 味 と

文と文をつなぐ際に形成される文と文の意 味関係に基づき､中国語の｢連詞｣を分類する｡ その

分類の結果と使用数は表2のようである｡

表2. 日本語の類型法による中国語 ｢連詞｣の分類 と使用数

類型 中国語作文に使われる｢連詞｣ 合計(個 )

順接 所以一之所以.国此 8図面 .国利 だから､ですか ら)､由此(する 54
ど)､選種-.-.--.-.-東をそうしたら)

逆接 吋農.担∴農 ♯不運(しかし､でも)､雨 中当然 .然 面 や昼管 や昼管 45
如此.厳然をといっても､それなのに.)

添加 首先(まず)､再次 .英次(つぎに)､巌后(最後に)､不悦如此 書逢 36

た)閲軌 と閣時に)

補足 なぜなら.というのは .なお 25

対比 ---...-紳脱法(I.-.-方).--..-Aガトー方) 9

同列 慮而言之 .也就農轍 すなわち.つまり)､息之(要するに)､比如 . 5
例如(たとえば)

転換 ところで .やがて 0

その他8) 如果 .,Fi有 書那来い .れば､州 と､- なら) 18剃 - のため) 3

表2のように､日本語の ｢順接｣に相当する｢連詞｣がもっとも多くなったoその次は ｢逆接｣

と｢添加｣である｡一方､表 2の ｢その他｣ は中国語の場合には倒置の形で文と文の連接を実現

するものである｡例 は次の 1旦a､12aのようであるo 日本語に翻訳すると､llb､12bのような

複文になることが多 いO

lla我可以務助称O迦選 称有国雄O(下線部は｢連詞｣及びそれに対応する接続助詞)

llbもしお困りの点がありましたら､力になってあげましょう｡

12a他 山.息堅持学刃外語 Q 重 畳 工 作多色忙O

豆2bい くら仕事が忙 しくて も ､ 彼 は 外国語の学習をやめたがらない0

はじめに述べたように､本稿は文と文をdつなぐ接続表現を研究対象にするため､以上の 畳Ia

と12aのような｢連詞｣は､日本語 の 接 続 表 現の類型基準による分類で考察する時には除外した
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いと思 う｡そのような｢連言動 を除くと､中国語作文にお ける接続表現 の使用率は2軌5%9)になる｡

それは範(2010a)の日本語母語話者のE3本譜作文における接続表現の平均的使用率 24,6%よりや

や多い｡さらに表 2のように今回の調査で､r転換｣に相当する接続表現は中国人母語話者の作

文に見当たらなかったため､使用率がゼロになっている｡

4-2 考察

表 2の｢連詞｣は次の表3(次頁)a)③｢学習者の連詞｣のようにまとめているO考察の懐をはかる

ため､①の｢日本語母語話者U)日本語作文における接続表現｣と②の｢中国人Ej本譜学習者の 日本

語作文における接続表現｣(以下①②③の略称にする)と一一緒に表 3に収めているQ表 3a)数字か

ら主に2つのことが分かると考えられるOまず①と③は母語話者が母国語で(① F3本語の作文､

②中国語の作文碑 文を書く統計データであり､同じ(母国語を書く際に類似的傾向が見られて

いる｡ さらに②は日本語学習者の日本語作文における接続表現で､第二言語で作文を書く際の

接続 表 現のため､②と③の間に母国語の干渉による差が現れている｡次は以上の母国語で作文

を書く時の類似点と第二言語で作文を書く時の母国語の干渉について接続表現別に見てみようO

まず｢順接｣は②と③の使用率が非常に近く､逆に① と大きな差が見られている｡ この点から中

国人日本語学習者は中国語ならびに日本語で作文を書く際に原因から結果までの順接の文と文

の連接型が好んでいることが分かった｡これは中国語の文脈展開から日本語-の干渉だと考え

られる｡これに対して日本語督:語話者は同 じ傾向が示 していなかった｡

義3. 日本語接続表現の類型法による｢連詞｣の使用数

対象類型 塗)母語 話 者 の 日本 ②学習者の 日本語 (塾学習者 の 中 国 語
語作文における按 作文における接続 作文にお け る ｢連

続表現 表現 詞｣

順接 24(13.6%) 64(28.4%)A 54(31%)A

逆接 48(ヱ7.3%ー▲ 48(21.3%) 45(25.9%)A

添加 50(28.4%)A 62(27.6%)A 36(20.7%)

補足 17(9.7%)A 3(1.3%) 25(牲 4%)A

対比 8(4.5%)皇 8(3.6%)A 9(5.1%)▲

同列 25(14.2%)A 37(16.4%)A 5(2.87%)

A 同じ傾向が見られるところ

｢逆接吊ま①②③の間に大きな差が見られなかったが､①と③は母国語で作文を書く時の文運
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(範)

接 の表現の使用であり､両者は割 りと差がないような数値を示している｡逆に② は①と③より

少し少ないことが分かる｡｢逆接｣の使周の効果に関して､浜田(1995)は｢自分と対立する意見に

反論したり､内容の正当性に制限を加えたりして､議論を精轍に行い､自分の意見をより強く

している｣と述べているOつまり｢逆接｣の使用は文章の論理展開の上で非常に重要である｡以 L

a)ような現象から､学習者が ｢日本語が)習得がまだ不十分で､語句や文型などの使用の不自由

のため､うまく逆の立場から論点を精練化できないため､｢逆接｣の使用が少なかったのだろう

と判断できる｡

｢添加｣について(おの日本語母語話者と②の学習者の間 に差はなかつたが､それに対して中国

語母語話者の③は少 し低い数値であるO範(2010郷ま､日 本 語母語話者の作文における接続表現

を統計し､F-3本譜母語話者がもっとも多く使っているの が､｢添加｣の接続表現であることを明

らかにしたor添加｣の多用によって日本語母語話者 は ある論点に関して多くuj証拠を並べ､論

点を補強する傾向があるといえるだろうO -一方② の 学習者の日本語作文でも｢添加｣U)接続表現

が多く使われているが､①とは質的違いがある｡ つ まり②の日本語学習者は日本語がまだ十分

上達していないため､ある論点に焦点を当てて 深 く論じることができていないのである､ -所

懸命読者に自分の作文の意見の正しさを示そ う として､たくさんの証拠を累加 しているわけで

あるoこのことは表 3の学習者の｢補足｣の接 続表現における使周状況を見れば､さらによく分

かると思 うoある論点に集中して深く論じないため､学習者の｢補足｣の接続表現の使用 は非常

に少ない｡-方､日本語学習者は中国語で文章を書く際には､｢補足｣の接続表現が ① の 日本 語

母語話者とあまり変わらなかった｡つまり､学習者は｢補足｣の接続表現を使わないのではなく､

Fj本譜習得が不十分であるため､論点を深く掘 り下げることができないという理由から了補足｣

の使用率が低くなっているのであるO

｢責旺ヒ｣について①②③は同じ傾向を示しているor洞 列｣の接続表現については②の学習者と

①の母語話者とが同じ傾向を示している｡ 日本語母語話者は｢つまり｣｢たとえば｣などの論点に

対する補足表現を使 う傾向がある｡学習者が｢同列｣の接続表現を多用するのは､やはり日本語

の習得が不十分な状態で､うまく説明できるかどうか心配があるため､何回も｢同列｣U)接続表

現を繰 り返して使い､論点の補強作業をしていることの結果だと考えられる｡r転換｣は､母語

話者と学習者の間に大きな相違が見られなかった｡

以上､日本語の接続表現の類型基準によって､中国語の｢連詞｣を分類 し､比較してきた｡

舷に日本語母語話者 と中国人日本語学習者の間に文連接の語句の使用差を生み出す要因は母国

語の干渉だと思われるかもしれないが､今回の考察で､学習者は中国語つまり母国語で作文を

書く際､日本語母語話者U経書本譜作文と類似点がかなりあったため､母国語の干渉だけではな

く､第二言語学習者 としての習得不足のためによって､特殊な文脈展開になることがあること

も明らかになった｡
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5 結論と今後の課題

以上､中国人 日本語学習者の日本語作文における接続表現の使用について母国語(中国語)の

干渉があるか否かについて考察してきた｡考察は童にこっの方法で行 ったO-つは中国人日本

語学習者の中国語作文における文と文をつなぐ言葉｢連詞｣の使 用か ら日本語作文に対する干渉

があるか否か､もう一つは､｢連詞｣を日本語の接続表現の類型基準 で分類 し直 し､日本語母語

話者の日本語作文､中国人学習者のE3本譜作文､中国人日本語学習者 の 中国語作文の三者の文

連接表現の使周を考察するというものであったO

結論として､中国人日本語学習者の作文における｢連詞｣の使用率 33中之%は､日本語母語話者

の接続表現の使用率 24.8%より高く､範(2010a)の中国人日本語学習者の 日本語 作 文 の接 続 表 現

の多用はこの影響からといえるだろうoさらに中国人日本語学習者の 中国語 作 文 にお け る ｢連

詞｣の使用率が同じ学習者の日本語作文の接続表現の使用率(28.4%)より高 い現 象 は ､ ｢連 詞 ｣の

｢条件｣｢目的｣｢仮設｣などが日本語の接続助詞に対応しているため､これらの ｢連 詞｣使 お う

としても日本語の接続助詞に変身してしまうoその結果学習者の日本語作文の接続表現 の使 用

率は母語の作文より少なくなるのである｡｢連詞｣の類型から見ると､｢因果｣｢並行｣｢転折｣の

3種が相当多く使われている｡｢因果｣や｢転折｣は日本語の｢順接｣や｢逆接｣と非常に類似 した意

味機能を持つ｡範(2010a)の中国人日本語学習者の日本語作文に関する調査では､｢順接｣｢添加｣

｢逆接｣の3種の接続表現が中国人学習者の 日本語作文にもっとも多く使われている｡これも中

国語の文脈展開方式の干渉による多用だと考えられる｡

さらに､本稿は｢連詞｣を日本語の接続表現の類型基準で分類 し直し､日本語母語話者の作文

における接続表現､中国人 日本語作文の接続表現と合わせて､3者の間の関係を考察した｡ま

ず 3者の使用データから考えると､中国人日本語学習者の日本語作文における｢順接｣の接続表

現が多く､母国語の干渉があるといえる｡他の連接型について母国語の干渉はそれほど顕著で

はなかった｡

一方､日本語母語話者の日本語作文と中国人 日本語学習者の中国語作文との接 続 表 現 ( r 連

詞月の使用率に類似する点があることについて､中国人が母語で文章を書く際の特徴 だ と 考 え

たOつまり第二言語の習得不十分という問題がなく､論点の正しさや補強などは母語話者 と し

ての能力の範囲で十分できるため､両者は｢逆接｣や｢補足｣の使用率が非常に似ているOそれ に

対 し､日本語学習者の日本語作文は日本語の習得の不十分さで､論点の反面や論点の深いとこ

ろまで補足することはできなかったo｢補足｣の接続表現は著しく少なかった｡ ところが､学習

者は論点の補足は少ないものの､文章の論理性や､論点の掘り下げなどができないという心配

などで､｢同列｣の接続表現を用いて繰 り返し説明することが多く見られたoそのため､｢添力勘

や｢同列｣の接続表現の使用は日本語で作文を書く時に､著しく多くなったわけである｡ ｢対 比 ｣

と｢転換｣の接続表現は3者の問に特に異なる傾向が見られなかった0
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(鶴)

本稿 は､ 日本語母語話者と中国人E3本譜学習 者 の 日本語 作 文 にお け る接 続 表 現 の使 用 上の違

いの要 因 を探るため､中国人日本語学習者の 中国語 作 文 にお け る考 察 し､ 中国語 の ｢連 司｣の用

法 の干渉があるか否かを検討した｡上述のように中国人日本語学習者の日本語作文 にお け る接

続 表現の使用は､中国語の干渉をうけるほかに､学習者のF3本語の習得の不十分さによって特

殊な文脈展開になることもあるo今回は主に文と文の連接の言葉について考察した.中国人日

本語学習者の作文の文脈展開 上の特徴を明確にするには､中国語における文連接の連詞と日本

語の接続詞及び接続助詞などの関係についてよりいっそう研横を重ねる必要があると考えてい

る｡

<注>

1) 実際の調査で｢たとえば｣や ｢とくに｣や ｢さらに｣のような言語単位が接続詞なのか副詞なのか とい うこ

とは､その判断が極めて難 しいとされ る(石黒 2009を参照)Oまた接続詞 とい う名称を用いると､｢それ

にもかかわらず｣や ｢換言す ると｣のような接続句が入るか どうかも議論の対象にな りかねない｡以上の

係は仁出 ･益｢鞘2002:135)によると､｢文章 書談話における文連鎖の解明には､市川の接続語句よりさ

らに広い接続表現 とい う新たな概念を導入することにす る｡接続表現には､用言の連用形 ･節 8文 書達

文 ･段落などの言語単位による接続機能を有する表現を含める｣とされているoつま り､｢接続表現｣は

わ りに接続表現の用語を用いたOただ し本稿での｢接続表現｣は､文と文をつなぐ接続表現に限定 してい

る｡

2) 市川り978)は 日本語の接続表現を｢順接型｣｢逆接型｣｢添加型｣｢対比型｣｢転換型｣｢同列型｣｢補足型 ｣｢連
鎖型｣など8種類に類型 したO｢連鎖型｣は接続表現を使わない類別なので､本稿の研究対象か ら除いた()

3)｢条件｣と｢仮設｣は倒置構文の時が多い｡
4)中国語は倒置の順で､対訳する日本語 も倒置になっている｡

5)反事仮想のこと

6)文の認定は句点主義であるoつま り､句点で終わる文を一つの文 と認定する｡

7)連詞の並列-｢添加｣+｢対比｣+｢同列｣
呂)中国語で文と文を連接することができる｢連詞｣であるが､ 日本語に訳す と接続助詞になって しまったO

そのため､その他の欄に入れた｡今回の比較の対象外にする0

9) 日96-22)1590-29.5%
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範 海糊 浮0傭)用 本譜 を射 落話者 と中国人 日本語学習者 における接続表現の省略に関す る対照研 究｣
『現代社会射 ヒ研究』49､新潟大学大学院現代社会文化研究科､pp.17-30.

浜田麻撃-_u995)｢トコロガとシカシ 8デモなど-逆接接続詞の談話における機能-｣宮島達夫洩仁 閏義 雄

(編)『日本語類義表現の文法(下)』 くろしお出版.

呂 淑湘 日980)｢現代漢語 SOO詞｣商務印書館.

呂 淑湘 (2005)｢語法修辞講話｣遼寧教育出版社.
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-13 -


